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【開 会】 事務局 

 

【会 長 挨 拶】 

  おはようございます。 

来年度から、消費増税が決定いたしました。地域で頑張っておられる中小企業者の皆様は、大

変不安を抱えられていることと存じます。現在、様々な業種において、消費増税前の駆け込み特

需が起こっている状況です。業種によっては、供給サイドの人手が足りず、非常に厳しい労働条

件下でご活躍されている方もおられます。また、消費増税後の景気の冷え込みも懸念していると

ころでございます。 

そのような状況の中、地域間連携・地域間競争の観点が非常に重要になってくると考えており

ます。この２つの観点が地域の魅力作りの基礎になると考えます。 

地元住民を元気にさせ、地域が活性化していくために、本日の会議を有意義に活用していく必

要があります。 

本日の会議につきまして、最後まで宜しくお願いいたします。 

 

＜合志市の産業構造の現状と中小企業の特徴＞ 

 市内の就業構造は上位から次のとおり。 

１．製造業、２．卸小売業、３．他に分類されないサービス業、４．医療福祉、５．建設業、

６．農業。 

 市内の大部分が市街化調整区域であり、大規模な商業エリアは光の森近辺に集中している。 

 土地利用上、商業エリア拡大にはハードルが高い。 

 卸売業は域外から物資を獲得するチャネルである。 

 地域内の所得向上のために、生産力の増加、地域外への販売拡大が必要。 
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 大手企業誘致型のまちは、所得循環が起こらない。中小企業支援を充実させ、所得循環が起

こるシステムを構築することが必要。 

 高齢者に対応するまちづくりを実現したい。平成２２年時点で高齢化率は２０％。徐々に上

がってきている現状を認識することが必要。 

 

◆工業構造に関して 

 従業者は約５千人で男女比は４：１。 

 従業者数５００名以上の事業所が３つあり、３社で製品出荷額の約７０パーセント、従業者

数も約６０パーセントを占める。 

 合志市は誘致型企業に依存する工業システムとなっている。 

 熊本県の工業は、大規模な誘致型企業によって支えられている。 

 市内一人当たり従業者給与は５５３．９万円で、熊本県内市町村で１位となっている。 

 

 ◆商業構造に関して 

 法人数は１２法人、卸売業の店舗数は５２店舗となっている。 

 卸売業１店当たりの販売額は４９，６６７万円であり、県内他市平均の販売額（５４，２６

３万円）を下回っている。 

 市内零細規模商業の割合が県平均を上回っている。 

 市内農畜産物の卸売業割合が県内他市と比べて高い。 

 生産財卸と消費財卸を比較すると、事業所数・従業者数は同等の規模であるが、工業が強い

分、販売額では生産財卸が卸業全体の６割強を占める。 

 小売業においては、医薬品化粧品小売業、自動車小売業、菓子パン小売業の店舗数が多い。 

 卸売業販売力は県内１０位である。卸売業はそれほど強くない。 

 

（委員） 

 合志市は、「子育て支援日本一」をテーマに掲げている。今後は、高齢者支援も視野に入れ

ていく必要があるのではないか。 

 

（委員） 

 合志市の医療福祉は、事業所数、並びに、従業者数も大きな割合を占めている。就業構造や

事業所構造を鑑みると、充実しているのではないか。 

 高齢者向けの宅配サービスや住宅内サービス等、様々なビジネスが新たに生まれる可能性が

ある。 

 二世帯住宅を推奨してみてはどうか。又、シェアハウスを活用することで、孤独を感じずに

助け合える環境を整備できるのではないか。 

 

（委員） 

 地域を元気にする事例として、市民ファンドによる大型太陽光発電所の設置が考えられる。 

 ＦＩＴ制度を活用し、配当金を出資者に還元させることで、地域内で資金の循環が始まるの

ではないか。 

 地域を活性化させる取組を新たに見出す努力が必要ではないか。 
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（委員） 

 様々な支援策があるが、柱となる理念が必要ではないか。 

 抽象的な概念だけでは、中小企業活性化のために何をして良いのかが漠然としてしまう。 

 合志市は「未来輝く 産業・定住拠点都市」をテーマに掲げている。「どの産業を、どのよ

うな施策により活性化させ、どのように定住させるのか」等、具体的に検討すべきである。 

 

（委員） 

 市街化調整区域の存在がまちづくりに支障をきたしている。 

 最近では、農地へ太陽光発電を設置することも可能となったが、許認可及び更新制度が煩雑

で現実的でない。また、合志市の農地はコンパクトで豊かな土壌を特長としており、遊休農

地が少ない。 

 

（委員） 

 ユーパレス弁天は内部完結なビジネスモデルになっている。温泉に入れて、飲食も出来る。 

 敢えて飲食がその場で出来ない状況を想定してみてはどうか。 

 周りに飲食店が進出する契機になる。従前の固定観念によらないまちづくりを検討したい。 

 

（委員） 

 合志市では様々なブランド品を認定している。 

 お歳暮シーズンも控えており、内覧会等を開催することは出来ないのか。 

 素晴らしいブランド品も単品ではなく、複数品でスケールメリットを活かした戦略的な販路

拡大策を検討してもらいたい。 

 

（委員） 

 福祉施設も中小企業と見なしてはどうか。 

 福祉施設で働く人が安定した雇用を継続できるよう、行政は支援体制を整備して欲しい。 

 

（事務局） 

～住宅リフォーム助成制度について説明（平成２５年１０月３１日現在）～ 

 リフォーム工事の進捗状況について 

工事申請件数は４９件、工事完了件数は２９件。 

 商品券受渡及び換金状況について 

商品券受渡件数は２５件、工事完了件数に占める割合は５１％。 

商品券受渡金額は２，６５４，０００円、予算額６００万円に占める割合は４４％。 

実際に商品券を利用され、換金された金額は９７，０００円。 

 商品券取扱店登録状況について 

登録店数は６３件。業種別では、建設業、サービス業、小売業（食品）の登録店が多い。 

 アンケート調査の実施については、リフォーム実施者、リフォーム事業者、商品券取扱店を

対象に実施予定である。 
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～小規模事業者活性化事業について説明～ 

 平成２６年度概算要求額は３４．０億円（Ｈ２５年度：３０．０億円）。 

 事業の概要・目的として、①事業計画策定支援事業、②新事業活動支援事業、がある。 

 補助対象者は、小規模事業者（常時使用する従業員の数が２０人以下（卸売業、小売業、サ

ービス業は５人以下））。 

 新事業活動支援事業には、①特定市場型、②地域特化型、③海外市場型、④ビジネスコンテ

スト型、がある。 

 

（委員長） 

  中小企業振興に関する情報の取りまとめや提供については、行政の協力がなくては難しいと思

いますので、よろしくお願いします。 

次回の会議は平成２６年３月２５日（火）１０時から合志庁舎にて開催します。 

 

本日はお忙しい中ありがとうございました。これで会議を終了します。 


